




：家庭の収入が少ないこと

：子どもの成長過程において、子
どもが親になったときに、その子どもが貧困
状態に陥る貧困の世代間連鎖の可能性がある
こと





少人数による習熟度別指導や補充学習など、
児童生徒に応じたきめ細かな指導の推進



学習習慣の定着や学習意欲の喚起を図るため、
地域による放課後学習活動等の「 」
にボランティアを派遣し、小・中学生への学習支援
を行う。

福岡県は、「学習支援教室」のボランティアが不足
しないように、福岡県全域の希望者を人材バンク
として登録し、教室を開設した市町に派遣する事
業を2017年6月より開始（現在・25市町）



や、スクールカウ
ンセラーなど、教員以外の専門スタッフの配置
を充実し、「 」による学校の環境改
善及び専門性をいかした組織的取組を推進



民間の企業やＮＰＯとの連携による、食事に
困っている方へ無償で食品を提供できる仕組
みづくりへの構築







＜事兼内容＞
（１）指定地域数1 4 1 地域
（２） スクールソーシャルワーカーの職務内容等

の両面に関して、専門的な知識・技術を有するとと
もに、過去に教育や福祉の分野において、活動経験の実績等
がある者（ソーシャルワーカー？）
① 問題を抱える児童生徒が置かれた （ソー
シャルワーク？）
② 関係機関等との 、 ・調整
③ 学校内における の構築、支援
④ 保護者、教職員等に対する支援・相談・情報提供
⑤ 教職員等への研修活動等



１．多様な個性が⽣かされる教育の実現
（２）不登校等の⼦供たちへの教育
〔教育相談体制の充実〕
○ 国、地⽅公共団体は、専⾨知識の活⽤や、関係機関との連携
による相談・⽀援体制の充実のため、児童⽣徒⽀援のための専任
教員の配置の促進、スクールカウンセラー、スクールソーシャル
ワーカーの法的な位置付けの明確化を⾏うとともに、平成31年
度までに、原則として、スクールカウンセラーを全公⽴⼩中学校
に、スクールソーシャルワーカーを全中学校区に配置する。

スクールソーシャルワーカー配置に関する国の動向 ①



スクールソーシャルワーカー配置に関する国の動向 ②

◆ニッポン⼀億総活躍プラン（平成2８年６⽉2⽇閣議決定）
別表⑪希望する教育を受けることを阻む制約の克服（その２）

【具体的な施策】

・不登校や中退を未然に防⽌するとともに、学校復帰を図るために、学
校等における教育相談機能を強化する。具体的には、2019 年度までに、
原則として、スクールカウンセラー（SC）を全公⽴⼩中学校に配置する
とともに、スクールソーシャルワーカー（SSW）を全中学校区に配置す
る。

2015〜2019年度
スクールソーシャルワーカー（SSW）
2,247⼈（2015年度）→10,000⼈（2019年度）

2020年度〜
配置時間の充実等、学校における専⾨職としてふさわしい配置条件の実現





福岡県教育委員会スクールソーシャルワーカー配置の状況

平成 国の動き 県の動き

31年

30年

29年
28年 ○ チーム学校推進事業（1６市町村）

27年

26年 ○心のレスキュー隊 （６市町）

25年 「いじめ防止対策推進法」施行

24年 （６市町）

23年

22年 （６市町）

21年

20年 ○スクールソーシャルワーカー活用事業 ○ 県によるＳＳＷ配置 （12市町）

19年 ○ 苅田町がＳＳＷ配置（市費）

※２年間の配置
後に市町村での
配置を依頼

スクールソーシャルワーカーを全公⽴中学校区に配置

○ ニッポン⼀億総活躍プラン
○ 教育再⽣実⾏会議（第９次提
⾔）
○「チームとしての学校の在り⽅
と今後の改善⽅策について」

（中教審答申）
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福岡県スクールソーシャルワーカー配置の状況

スクールソーシャルワーカー配置市町村の推移 （政令市を除く５８市町村）

配
置
市
町
村
数

Ｈ29年度・県立高校12校平成29年度57/60市町村
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スクールソーシャルワーカー配置人数の推移 （政令市を除く５８市町村）

配
置
人
数

福岡県スクールソーシャルワーカー配置の状況

Ｈ29年度・福岡市25名、北九州市12名、県立高校12名



141

② 6
③ 9

④ 23
⑤ 40

⑥ 13

193⑧ 14

51
59 ⑪

5

⑦家庭環境の問題
（④を除く）

①不登校

⑨心身の健康・保
健の問題

支援対象児童生徒の抱える問題

① 不登校 ⑤友人関係の問題（②を除く） ⑨ 心身の健康・保健の問題

② いじめ ⑥ 非行・不良行為（③を除く） ⑩ 発達障害等に関する問題

③ 暴力行為 ⑦ 家庭環境の問題（④を除く） ⑪ その他

④ 児童虐待 ⑧ 教職員等との関係の問題

⑩発達障害等の問題

福岡県教委チーム学校推進事業 （平成28年度～30年度）
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（学校での取り組みが困
難状況に至った事例

外部の
専門家



福岡市のSSW配置形態

B小学校

関係機関 家庭・地域

2008年：2名

中学校

2017年：28名



福岡市：学校職員の一員

学校内ケース会議
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